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東京 チャ ネリ ング I 
トバ イア ス  「 日 本 の 役割 と 課題 」 
at 東京 ビッ グ サ イト 2002 年 11 月 29 日 ( 金 ) 夜 


トバ イア ス : そし て この よう に 、 親 愛 な る 友 た ちよ 、 私 達 は 、 
ファ ミリ ー と し て 、 シ ャ ー ン ブラ と し て 集まり まし た 。 そ し て 、 
実に 今夜 、 こ この エネ ルギー は 強く 、 愛 に 満ち あて いま す 。 私 、 ト 
バイ アス は 、 ここ で あな た 方 と 一 緒 に いら れる こと を 嬉し く 思 っ 
て いま す 。 私 は 、 私 の た め に チャ ネル し て くれ て いる この 人 に 、 
今 、 許可 を お 願い する こと に し ます 。 あな た 方 に 私 が 話し か ける 
と き 、 立っ て いた いか ら で す 。 普通 は 、 ジ ェ フ リー と 呼ば れる こ 
の 人 は 、 私 を チャ ネル する 時 に は 座っ て いま す 。 し か し 、 私 は 、 
あな た 方 の 前 に 敬意 を 表し て 立つ こと を 選び まし た 。 そし て 、 私 
が あな た 方 の 前 に 立っ て いる 時 、 こ れ は 、 私 、 ト バイ アス に と っ 
て 、 こ れ ら の エネ ルギー を 動か す の が 容易 に な る の で す 。 親愛 な 
る 友 た ちよ 、 私 の エネ ルギー を 感じ る よう お 願い し ます 。 あな た 
方 の ハー ト の 中 で トバ イア ス を 感じ る よう お 願い し ます 。 あな た 
方 の 周り 中 に ある トバ イア ス の エネ ルギー を 感じ る よう お 願い 
し ます 。 そし て 、 その エネ ルギー を 見 る こと が で きる 方 に つい て 
は 、 肉体 目 で も 、 ジ ェ フ リー の ちょ うど 右 隣 を 見 る よう に お 願 
いし ます 。 そし て 、 ひ よっ と し た ら 、 あ な た 方 の サイ キッ ク な 目 
で 、 私 が 彼 の 隣 に 立っ つて いる の が 見 える か も し れ ま せん 。 実に 、 
私 に は 今夜 、 椅子 に 座っ て いる あな た 方 の エネ ルギー、 あ な た 方 
一 人 一 人 が 見 えま す 。 あ な た 方 の ハー ト の 中 まで 見 える の で す 。 
あな た 方 が 持っ て いる 輝く 光 が 、 あな た 方 の 内 部 で 成長 し て いる 
の が 見 えま す 。 本 当 に 、 あな た 方 の 内 部 で 輝い て いる その 光 が 見 
える の で す 。 


私 は 、 あ な た 方 が 、 こ れ か ら 先 に ある こと に つい て 、 た くさ ん の 
疑問 や 懸念 を 持っ て いる こと を 知っ て いま す 。 私 、 トバ イア ス は 、 
あな た 方 が 未来 に つい て 心配 を し て いる こと を 知っ て いま す 。 私 
は 、 あ な た 方 が これ か ら 先 の 道 で 、 ス ピリ ッ ト が 世話 を し て くれ 
な いも の だ ろう か と 思っ て いま す 。 し か し 、 私 は ここ で あな た 方 
に 言い ます 。 全 て の も の は あな た 方 に や っ て 来る の で す 。 も し 、 
あな た 方 が 自分 自身 に 信頼 を 持っ て いれ ば 、 全て の も の は あな た 
方 に や っ て 来る の で す 。 


この 週末 の ここ で の 私 達 の 集会 の 真 の 目的 は 、 あな た 方 が 内 側 の 
信頼 を 回 復 さ せる 助け を する た め な の で す 。 ここ で の 私 達 の 目的 
は 、 あな た 方 を 引き 止め て いる も の を 、 あな た 方 が 理解 する の を 
助け を する た めで す 。 こ こ で の 私 達 の 目的 は 、 あ な た 方 の 道 で 、 


前 に 進む の を 妨げ て いる 壁 や フェ ンス を 、 あな た 方 が 取り 払う 助 
け を する こと で す 。 


あな た 方 は 、 自分 の 問題 を 紙切れ に 書い て 、 グレ ー ス の オー ブン 
(訳注 : クリ エー ター・ シ リー ズ レッ スン 4 参照 ) の 中 に 入れ ま 
し た 。 そ し て 、 私 が 話し 、 あ な た 方 が 聞い て いる 今 、 こ れ ら の 問 
題 は 解決 され て いっ て いま す 。 で も 私 達 は 、 あ な た 方 に 、 解決 策 
に つい て は 、 非 常に オー プン で いて いた だ く よ う お 願い し ます 。 
その 答え は 、 予 期し な いと ころ か ら や っ て 来る か も し れ な い の で 
す 。 


さて 、 私 達 は し ば らく の 間 、 まさ に この グル ー プ に 特定 の こと に 
つい て お 話し た いと 思い ます 。 私 達 は 、 ここ に いる シャ ー ン ブラ 
に 、 特有 な こと に つい て お 話し た いと 思い ます 。 そし て また 、 親 
愛 な る 友 た ちよ 、 私 達 が ここ で 本 当 に 行う こと は 、 あな た 方 が エ 
ネル ギー を 動か す の を 助け る た め な の で す 。 


あな た 方 が や っ て 来 た こ の 日 本 と いう 国 は 、 これ か ら 2 ぐ 3 年 後 
に 、 た くさ ん の 変化 と シフ ト を 経験 し て いく よう に な り ま す 。 こ 
の 国 の 人 々 の 中 に は 、 た くさ ん の 古い エネ ルギー が 深く 統合 され 
て いる の で す 。 そし て 、 それ ら の エネ ルギー が 解放 され る 時 な の 
で す 。 そう し て 、 新しい エネ ルギー が 入っ て くる こと が で きる の 
で す 。 し か し 、 古い エネ ルギー に は 、 理由 が ある と いう こと を 理 
解 し て くだ さい 。 それ ら に 敬意 を 払う の も 、 また 、 適切 だ と いう 
こと を 理解 し て くだ さい 。 


日 本 の 人 々 の 核心 部 は 、 大 き な 責 任 を 引き 受け た の で す 。 何 世 紀 
も 何 世 紀 も 前 、 日 本 人 が 引き 受け た 仕事 は 、 全て の アジ ア の 人 々 
を リー ド す る こと で し た 。 日 本 の 人 々 は 、 世界 の 中 の その 地域 の 
全て の 人 々 へ の 強 さ 、 そ し て 、 導 く 光 と な っ た の で す 。 


今 、 私 達 は ジェ フリ ー と 話し て いま す 。 通訳 を も うし な いよ うに 
お 願い し ます 。 私 は 、 あな た 方 に ヒエ ネル ギー を 届け た いと 思い ま 
す 。 そし て これ を 、 言葉 な し で 行う の が より 適切 な の で す 。 ジ ェ 
フリ ー は これ に 同意 し まし た 。 で すか ら 、 私 達 は 話し 、 あ な た 方 
は 英語 の 声 で 聞き ます 。 これ を 部 分 的 に わか る 方 が いる か も し れ 
ませ ん が 、 最 後 の と ころ で 、 私 達 は 、 私 達 の 美しい 通訳 の 方 々 に 、 
話 の 概要 を 求め た いと 思い ます 。 こ れ は 、 私 達 に に っ て 、 あ な た 
方 に この エネ ルギー を と て も 速く 届け る の を 可能 に し て くれ る 
の で す 。 な ぜ な ら 、 私 達 び もたらす も の の エネ ルギー の 多く は 、 
ジェ フリ ー の 声 の 中 で 運ば れる か ら で す 。 で す の で 、 私 達 が 終わ 
る まで 通訳 は 要り ませ ん 。 で すか ら 、 よ く 言 う よ う に 、 私 達 は 「 撮 
影 開始 ! 」 で す 。 


さあ 、 親愛 な る 友 た ちよ 、 私 達 が あな た 方 に この よう に 話す と き 
は 、 人 間 の 言葉 に つい て の 心配 な し で 話せ た 方 が ずっ と 易しい の 
で す 。 これ は 、 私 達 び が この エネ ルギー の 流れ を あな た 方 に 非常 に 
速く も た ら す こと を 可能 に し て くれ ます 。 そし て 、 これ は ちょ う 
ど 今 、 求 め ら れ て いる も の な の で す 。 


私 達 が 明日 、 戻っ て くる 時 、 私 達 は 通訳 し て 欲し い 特定 の メッ セ 
ー ジ が あり ます が 、 今 は 、 私 達 は た だ 、 あ な た 方 に エネ ルギー を 
届け ます 。 この エネ ルギー の 一 部 は 、 あ な た 方 の 前 に 今 、 人 間 の 
有 態 で 立っ て いる 者 の 声 で 運ば れ ま す 。 あな た 方 が 、 こ の 言葉 を 
理解 する 必要 が ある と いう こと で は あり ませ ん 。 これ は 、 その 背 
後に ある エネ ルギー な の で す 。 これ ら の 英語 の 言葉 が 、 あ な た 方 
の 存在 に ぶつ か る と き 、 あな た 方 自身 に ぶつ か る と き 、 その エネ 
ルギー は 翻訳 され て 、 あ な た 方 の 存在 の 中 に 入っ て いく の で す 。 
で すか ら ま た 、 言葉 は それ ほど 重要 で は な い の で す 。 あな た 方 の 
前 で 、 私 達 を この よう に 流れ させ て も ら う こと に よっ て 、 今夜 、 
私 達 が あな た 方 と し な けれ ば な ら な いこ と を 達成 させ る の で す 。 
それ は 、 スピ リッ ト が や っ て 来 て 、 流れ 通る こと を 可能 に させ る 
の で す 。 私 達 は 、 通訳 の 方 達 に 終わ っ た と ころ で 要約 を 話し て も 
らい ます 。 


親愛 な る 友 た ちよ 、 あ な た 方 、 こ こ に いる あな た 方 、 日 本 の 国 に 
住ん で いる あな た 方 に は 、 こ れ か ら 多 く の ワ ー ク が あり ます 。 こ 
の 国 の 中 で 、 た くさ ん の 変化 が 起き て いま す が 、 こ の 時 に お いて 
は 、 あ な た 方 の 神 性 の 中 に いる こと 、 あ な た 方 の 真実 の 中 に いる 
こと が と て も 重要 な の で す 。 


古い も の の 解放 を 助け る こと に よっ て 、 あな た 方 、 親愛 な る シャ 
ー ン ブラ は 、 激烈 な 地球 の 変化 を 防ぐ 助け を する こと が で きる の 
で す 。 あな た 方 は 命 を 救う 助け が で きる の で す 。 あな た 方 は 、 ふ 
る さと と 呼ぶ この 国 の 中 に 蓄積 され た 古い エネ ルギー を 解放 す 
る 助け が で きる の で す 。 こ の 日 本 の 国土 に つい て は 、 あな た 方 や 
私 達 が 知っ て いる よう に 、 あな た 方 の 下 の 大 地 に ある エネ ルギー 
は 、 不安 定 に な っ て いま す 。 そし て 、 こ れ は レム リア や アト ラン 
ティ ス の 時 代 か ら そう で し た 。 そ れ ら は 、 ま だ 不安 定 な の で す 。 


長い 間 、 ス ピリ ッ ト で いる 私 達 は 、 この 日 本 と いう 特別 な 場所 は 、 
地球 全体 の た め の シ フト 地点 だ と いう こと を 知っ て いま し た 。 こ 
こ が 、 古 いも の か ら 新しい も の へ の シフ ト が 起き て いる と ころ な 
の で す 。 あな た 方 は 今 、 こ の プロ セス を 手助け し て いる 人 達 な の 
で す 。 その た め に 私 達 は 、 あな た 方 の と ころ に 来る こと を 、 グル 
ー プ と し て ここ に 集まる こと を 主張 し た の で す 。 その た め に 私 達 
は 、 ジ ェ フ と リン ダ 、 そ し て その 他 の 人 達 に 、 こ の 重要 な 時 に 、 
この グル ー プ を 集め て も ら う よう に 頼ん だ の で す 。 それ で 私 達 は 


今 、 こ こ に 、 あな た 方 の 行っ て いる ワー ク に 閣 意 を 表し て 立っ て 
いる の で す 。 で も 私 達 は 、 あ な た 方 に 、 こ れ を 続け て いく よう に 
お 願い し ます 。 


あな た 方 自身 に 抱い て いる 疑い を 、 解 放す る よう お 願い し ます 。 
踏み 上 が る よう お 願い し ます 。 そし て 、 ス ピリ チュ アル ・ リ ー ダ 
ー、 教師 の 新しい 役割 を 引き 受け て くだ さい 。 で も 、 こ れ は 難し 
い 役 割 で す 。 な ぜ な ら 、 あ な た 方 が 他 の 人 々 に 言わ な けれ ば な ら 
な い 言 葉 は 、 彼ら に よく 思わ れ な いか も し れ な いか ら で す 。 あな 
た 方 は 、 慣習 を 揺り 動か し て いる か ら で す 。 あ な た 方 は 、 あ な た 
方 が し て いる 取組 に よっ て 、 古い や り 方 を 変え て いる の で す 。 そ 
うす る こと に よっ て 、 あ な た 方 は 、 あ な た 方 の 国 の 、 世界 の この 
地域 の 、 そし て 、 地球 その も の の バラ ンス の エネ ルギー を シフ ト 
させ る 助け を し て いる の で す 。 


そし て 、 あな た 方 が 地球 上 の これ ら の 変化 を 起こ す 助 け を する と 
き 、 それ は また 、 天国 を も 変化 さ せる の で す 。 あな た 方 が 地球 上 
の これ ら の 変化 を 起こ す と き 、 残 り の 宇宙 に 影響 を 与え る の で す 。 
それ は 、 私 達 全て に 影響 を 与え る の で す 。 その た め に 、 あ な た 方 
は と て も 尊敬 され て いる の で す 。 その た め に 、 私 達 は 、 こ こ で あ 
な た 方 の 足 を 洗い 、 あな た 方 の 前 に お 辞 儀 を し 、 あな た 方 の ワー 
ク を 続け る よう 励ま を し て いる の で す 。 


し か し 、 あ な た 方 の 国 、 あ な た 方 一 人 ひと り の 中 で 、 ち ょ うど 今 、 
シフ ト す る 必要 が ある エネ ルギー は 、 男 性 と 女性 の エネ ルギー の 
バラ ンス で す 。 それ は 、 何 世紀 も 何 世紀 も 前 に 、 こ の 国 は 強い 男 
性 の エネ ルギー を 迎え 入れ た か ら で す 。 この 日 本 と いう 国 は 、 こ 
の 地域 全体 の 全て の 人 が 、 彼ら の スピ リッ ト の 理解 の 中 で 前 進 で 
きる よう に 、 技術 と 経済 の 中 で 前 進 で きる よう に 、 男性 エネ ル ギ 
ー の 強 さ と 、 戦 士 の エネ ルギー の 強 さ を も 導入 する こと る を 必要 と 
し た の で す 。 


古い 、 古い あり 方 を 解放 し て くだ さい 。 ヴェ ー ル の 私 達 側 で 、 私 
達 は 、 日 本 と 、 そ の 地域 の 人 々 を 見 て いま す 。 私 達 は 、 彼ら を 慣 
習 を 打ち 破る 人 々 と 見 て いま す 。 それ は 、 古い 戦士 の 男性 エネ ル 
ギー を 解放 する 、 困 難 な 時 を 経験 する こと に な り ま す 。 


さら に 、 この 国 は 、 女性 の エネ ルギー を 回 復 する 困難 な 時 を 経験 
し て いま す 。 それ を 今 、 行う 時 な の で す 。 と て も 長い 間 否 定 され 
て きた ハー ト と 感情 を 回 復 す る 時 な の で す 。 私 達 が 女性 エネ ル ギ 
ー と 呼ん で いる ハー ト と 感情 は 、 他 の ワー ク が あっ た た め に 、 し 
ば らく の 間 、 し まわ れ て いた の で す 。 し か し 今 、 男性 と 女性 の バ 
ラン ス は 、 適切 で は あり ませ ん 。 あ な た 方 、 シ ャ ー ン ブラ が 、 あ 
な た 方 の 国 、 そ し て 、 この 地域 の 全て の 国々 の 人 々 が 感情 に 目覚 
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め る の を 、 ハー ト に 目覚 め る の を 、 愛 に 目覚 め る の を 助け る 時 な 
の で す 。 あな た 方 が これ を 行う と き 、 あな た 方 は エネ ルギー を シ 
フト させ る 助け を する の で す 。 あな た 方 は 、 も は や 適切 で は な い 
も の を 解放 する 助け を する の で す 。 そ し て 、 何 より も あな た 方 は 、 
地球 が その エネ ルギー を か な り 壊 滅 的 な や り 方 で 破壊 的 な や り 

方 で 解放 し な けれ ば な ら な い の を 、 防ぐ 助け を する の で す 。 それ 
ゆえ に 、 私 達 は ここ に いる の で す 、 シ ャ ー ン ブラ の 皆さん 。 それ 
ゆえ に 、 私 達 は この 週末 の た め に や っ て 来 て 集まっ た の で す 。 


そう 、 あ な た 方 は 、 言葉 を 聞き 、 た くさ ん の ディ スカ ッ シ ョ ン を 
し ます 。 で も 、 あ な た 方 が ここ に いる 真 の 理由 は 、 あ な た 方 の エ 
ネル ギー を 集め る こと な の で す 。 あな た 方 が ここ に いる 真 の 理由 
は 、 あな た 方 自身 を 再び 信頼 する こと を 学ぶ た め な の で す 。 あな 
た 方 が 前 に 進み 、 あ な た 方 の ワー ク を 続け られ る よう に で す 。 あ 
な た 方 が 前 に 進み 、 あ な た 方 が 話す こと を あま り 受 け 入れ な い 
人 々 が いる と き で あっ て も 教え る た め に で す 。 


それ は 最初 は 困難 で し ょ う 。 で も 、 そ れ か ら 、 他 の 人 々 が あな た 
方 の と ころ に や っ て 来 始め る の で す 。 彼ら は 、 あな た 方 が 教師 だ 
か ら や っ て 来る の で す 。 彼ら は 、 あな た 方 が 賢い か ら や っ て 来る 
の で す 。 彼ら は 、 あな た 方 の 光 が バ ラン ス さ れ て いる か ら や っ て 
来る の で す 。 彼ら は 、 あ な た 方 の と ころ に や っ て 来 て 、 ど うし て 
あな た 方 は そん な に 若く 、 そん な に 健康 に 見 え 、 そ し て 必要 な 全 
て の 豊か さ を 持っ て いる の か 、 そし て 、 他 の 人 々 と 良い 人 間 関 係 
を 保っ つて いる の か と 尋ね る こと で し ょ う 。 どう し て あな た 方 は 人 
生 を そん な に 易しく 見 える よう に で きる の か と 。 彼ら は 、 あな た 
方 に 、 こ れ を 尋ね る こと で し ょ う 。 も し 、 あ な た 方 が 準備 が で き 
て いれ ば 、 も し 、 あ な た 方 が 前 に 進む 準備 が で き て いれ ば 、 彼ら 
は あな た 方 の と ころ に 、 教 えと 案内 を 求め て や っ て 来る の で す 。 
あな た 方 、 シ ャ ー ン ブラ 、 私 達 が 今夜 話し か け て いる 人 達 よ 、 あ 
な た 方 は 、 本 を 書き 、 そ し て 、 新しい スク ー ル を 開く 人 達 だ か ら 
ここ に いる の で す 。 あ な た 方 は 、 他 の 人 々 に 、 多 く の 、 多く の 方 
法 で 教え る た め に ここ に いる の で す 。 


そう で す 、 まさ に 、 あな た 方 の 内 側 の 視覚 を 塞い で いる も の が あ 
る の で す 。 あな た 方 が 真 に 何者 で ある か を 悟る の を 妨げ て いる も 
の が ある の で す 。 本 当 の あな た 方 で ある 天使 を 見 る こと を 妨げ て 
いる も の が 、 あ な た 方 の 生 の 中 に ある の で す 。 それ で 、 あ な た 方 
が ここ に いる の で す 。 これ か ら 数 日 の 間 に 渡 っ て 、 それ ら を 解放 
する 手助け を 私 達 が で きる よう に で す 。 


ヴェ ー ル の 私 達 側 で は 、 天使 的 な 領域 の 中 で は 、 あ な た 方 が 、 教 
え 、 ガイ ド し 、 そ し て パワ フル に な り 、 周り 中 に いる 人 々 へ の 光 
の 灯台 に な る 潜在 的 可能 性 を 持っ て いる の が 見 える の で す 。 


ふむ ふむ 。。。 私 達 は 今 、 外 側 に いる あな た 方 を 見 て いま す 。 私 
達 に は 見 える の で す 。 美しい 人 間 達 が 見 える の で す 。 私 達 は 、 あ 
な た 方 が 非常 に 多く の 変化 を 成し遂げ て きた の が 見 えま す 。 


あな た 方 が 物質 的 肉体 に 入る 前 に 、 私 達 の 側 に いた と き 、 私 達 は 
あな た 方 を 知っ て いま し た 。 で も 、 あ な た 方 は 、 変 わり まし た 。 
あな た 方 は 今 、 違っ て いる の で す 。 私 達 は それ を 目 に 涙 を 浮か べ 
て 言い ます 。 そ う 、 私 達 は 、 あ な た 方 を と て も 誇り に 思っ て いま 
す 。 私 達 に に っ て 、 あ な た 方 に は 、 私 達 が あな た 方 を 見 る よう に 
は あな た 方 自身 を 見 る こと が で き な い と いう の は 驚き で す 。 あな 
た 方 は 、 どん な に あな た 方 が 崇高 で ある か を 見 る こと が で き な い 
の で す 。 


で も 、 こ れ は 変わ っ て いき ます 。 あな た 方 が ここ で 受け 取る エネ 
ルギー と 、 こ こ 数 日 で あな た 方 が 起こ し た 変化 に よって 、 あ な た 
方 は 、 あな た 方 自身 の 本 来 の 権利 の 中 で 、 創造 者 な の だ と いう こ 
と を 理解 し 始め る よう に な る の で す 。 あ な た 方 は 、 あ な た 方 の 生 
に は 目的 と 意味 が ある の だ と いう こと が わか る よう に な る の で 
す 。 あな た 方 は 、 あ な た 方 を 必要 と し 、 あな た 方 の 智 癌 を 必要 と 
し 、 あな た 方 の 光 を 必要 と する 人 々 が 、 と て も た くさ ん いる の だ 
と いう こと が わか る よう に な る の で す 。 


私 達 の 親愛 な る 友よ 、 ジ ェ フ リー と 言い ます が 、 私 達 は 、 彼 を カ 
ウル ダー と 呼ん で いま す 。 私 達 は 、 その 名 前 の ほう が 好き な の で 
す 。 カウ ル ダ ー が 先程 言っ た よう に 、 親愛 な る 友 た ちよ 、 あ な た 
方 は 大 き な 変 化 を 成し遂げ まし た 。 私 達 は 、 そ の 道のり は 困難 で 、 
し ば し ば 、 あな た 方 に と っ て 、 痛々 し いも の だ っ た こと を 知っ て 
いま す 。 で も 、 あ な た 方 は 大 き な 変 化 を 成し遂げ た の で す 。 


さて また 、 地球 の 磁気 グリ ッ ド の 中 に も 、 数 々 の 変化 が あり まし 
た 。 それ ら は 、 1 月 後に 完成 し ます 。 それ ら は 、 完 成す る の で す 。 
その 完成 に よっ て 、 その 磁気 グリ ッ ド の 変化 に よっ て 、 あ な た 方 
は 、 あ な た 方 の 神 性 を も っ と も っ と 取り 入れ 、 保持 する こと が で 
きる よう に な る の で す 。 あ な た 方 は 、 こ れ ま で より も 、 よ り 多 く 
の アク セス 、 より 多く の 洞察 力 、 よ り 多 く の 光 を 持つ よう に な る 
の で す 。 それ は 、 あ な た 方 の た め に 、 これ か ら 2 て 3 か 月 の 後に 
変わ っ て いく の で す 。 あ な た 方 が あな た 方 自身 を 見 る 見 方 、 あな 
た 方 の 周り の 世界 を 見 る 見 方 が 変わ っ て いき ます 。 


あな た 方 は 、2 て 3 か 月 の 後に 、 新しい 種類 の 奉仕 に 呼ば れる こ 
と で し よう 。 あ る 意味 で 、 あ な た 方 は 、 ス ピリ ッ ト の 声 を 、 ト バ 
イア ス の 声 を 聞く の で す 。 で も 、 あ な た 方 が 本 当 に 聞く の は 、 あ 
な た 方 自身 の 声 が あな た 方 を 奉仕 に 呼ぶ こと で す 。 あな た 方 が こ 
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の 声 を 聞く と き 、 そ れ は あな た 方 を 恐れ させ る か も し れ ま せん 。 
あな た 方 は 、 その 仕事 は や れ そ うに な いと 、 あ な た 方 は それ に 値 
し な いと 思う か も し れ ま せん 。 


私 達 は 、 今夜 ここ で 、 あ な た 方 に 言い ます 。 あ な た 方 は それ に 値 
する 者 で あり 、 あ な た 方 は その 道具 を 持っ て いま す 。 そし て 、 そ 
の 理解 も 持っ て いま すし 、 全て の 神聖 な エネ ルギー を 持っ て いる 
の で す 。 それ を も っ て 、 ワ ー ク を 開始 する 時 で す 。 あ な た 方 それ 
ぞ れ は 、 あ な た 方 自身 の 方 法 で 呼ば れる こと で し ょ う 。 


あな た 方 が あな た 方 の 新しい ワー ク に 応じ る と き 、 ああ 、 た くさ 
ん の 変化 が あな た 方 の 人 生 に 起こ っ て きま す 。 何人 か の 方 は 既に 
それ を 経験 し 始め て いま す 。 また 、 も う 間 題 が 現れ て き て いる 人 
も いま す 。 他 の 人 達 は 、 ま も な く こ れ を 経験 する こと で し ょ う 。 


そし て 私 達 は 、 こ の 時 を 、 この 国 で シャ ー ン ブラ と し て 私 達 が 集 
まっ た この 時 を 、 あ な た 方 に 憶え て いて 欲し いと 思い ます 。 ああ 、 
この 国 は 、 か つて は ハー ト の 国 、 愛 の 国 と し て 知ら れ て いま し た 。 
私 達 は あな た 方 に 、 今夜 の 私 達 の 時 を 憶え て いて 欲し いと 思い ま 
す 。 


さて 、 私 達 は 笑わ ざる を 得 ま せん 。 た くさ ん の 言葉 が 、 あ な た 方 
が わか ら な いか も し れ な いで 伝え られ た か ら で す 。 で も 、 それ は 
問題 で は あり ませ ん 。 ちょ うど 今 、 伝え られ た も の は 、 スピ リッ 
ト か ら の 愛 の メッ セー ジ だ っ た の で す 。 ちょ うど 今 、 届け られ た 
も の は 、 あ な た 方 の 内 側 の 魂 、 内 側 の 存在 に 対す る 再 保証 、 あ な 
た 方 は 正しい 道 に いる の だ と いう 再 保証 だ っ た の で す 。 そし て ま 
た 、 届け られ た の は 、 あ な た 方 が まだ 分 か ら な いあ り 方 で パワ フ 
ル に な っ て いる と いう こと だ っ た の で す 。 あな た 方 は 普通 の 人 間 
の パワ ー を 超え る あり 方 で パワ フル に な っ て いる の で す 。 それ は 、 
スピ リッ ト の パワ ー の 中 に 入っ て いき ます 。 それ が ここ で 届け ら 
れ た も の で す 。 


それ で 、 私 達 は 通訳 を 止め る よう に お 願い し た の で す 。 私 達 が 、 
この エネ ルギー を 、 流 れ と 共に 力強く 届け る こと を 可能 に する た 
めで す 。 言 葉 は 問題 で は あり ませ ん 。 私 達 の エネ ルギー は 、 今 夜 、 
あな た 方 に 届け られ た か ら で す 。 そし て それ は 、 週末 の 間 ず っ と 
届け られ 続け ます 。 そ れ ゆ え に 、 あ な た 方 は に こ に いる の で す 。 
それ ゆえ に 、 大 勢 の 天使 達 が いて 、 椅子 の 間 を 歩き 、 あ な た 方 の 
肩 に 触れ 、 あ な た 方 の 髪 を 撫で 、 あ な た 方 の 傍 に 座り 、 あな た 方 
の 耳 に 嘱 き 、 あ また 、 あ な た 方 の 胃 を 喰 ら せ て いま す 。 そう 、 あ 
な た 方 の 何人 か は それ を 起こ し て いま す 。 


この 部 屋 は 天使 達 で 満 あ てい ます 。 ここ に いる 全て の 者 達 は 、 こ 


の 瞬間 に 、 あな た 方 を 愛す る た め に 、 あな た 方 が 前 進 し 続け る の 
を 励ま す た め に 、 あ な た 方 の 目 を 見 る た め に 、 あな た 方 の ハー ト 
を 見 る た め に 、 あな た 方 は 純粋 な スピ リッ ト だ と いう こと を 私 達 
は 知っ て いる の だ と 言う た め に 、 ここ に 集まっ て いる の で す 。 あ 
な た 方 は 強い スピ リッ ト な の で す 。 あな た 方 は 、 男性 エネ ルギー 
と 女性 エネ ルギー の バラ ンス の と れ た スピ リッ ト な の で す 。 


この 部 屋 は 今 、 明る く 輝 いて いま す 。 それ は エネ ルギー で 輝い て 
いま す 。 そ れ は 、 あ な た 方 の エネ ルギー で す 。 そ し て 、 そ れ と 溶 
け 合 っ て いる 私 達 の エネ ルギー で す 。 あ あ 、 本 当 に 私 達 は 、 あな 
た 方 と 一 緒 に 集まる この 時 が 好き で す 。 言葉 は 重要 で は あり ませ 
ん 。 愛 が 重要 な の で す 。 あ な た 方 が 重要 な の で す 。 


ふむ 。。。 こ の よう に お 互い を た だ 感じ る の は も っ と 良く な いで 
すか ? あな た 方 は 、 発 せら れ た メッ セー ジ を わか っ て いま す 。 
正確 に わか っ て いま す 。 私 達 び 、 スピリット の ユニ バー サル 言語 
で あな た 方 に 話し て いる も の は 、” アー" (訳注 : アセ ンション ・ 
シリ ー ズ レッ スン 4 参照) な の で す 。 


私 達 は 、 週末 の 間 ず っ と 、 あ な た 方 と 一 緒 に 居 続 け ま す 。 あな た 
方 が 創り 出し た この 空間 の 中 に 、 完 全 に 存在 し て いて くだ さい 。 
言葉 に つい て は 心配 し な いで くだ さい 。 これ は 、 エネ ルギー の こ 
と な の で す 。 あな た 方 それ ぞ れ に 祝福 を ! 私 達 は 、 よ り 詳 細 に 
お 話す る た め に 明日 戻っ て きま す 。 で も 、 さ し あたり は 、 私 達 は 、 
あな た 方 が 今夜 寝 て いる 間 に あ な た 方 と 強く ワー ク し て いき ま 
す 。 あ な た 方 は 決し て 一 人 で は な いか ら で す 。 


And so it is. (そし て そう いう こと な の で す 。) 


translator / Kiyo 
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